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本研究では,ポスト子育て期女性のアイデンティティ再体制化のプロセスを検討す

ることを目的とした。研究Iでは,数量的尺度を用いて,アイデンティティ変容の特

徴を分析し,研究Ⅲでは,半構造化面接によって,アイデンティティ変容のプロセス

を検討した。その結果,子どもの成長とともに巣立ちを母親自身が認識することが,

アイデンティティ変容に影響を及ぼし,巣立ちの進行と同時に自己の問い直しと模索

が進んでいくことが明らかとなった。また,子どもの巣立ちに対する空虚感の程度に

は,母子分離の作業を行う時期が影響することが示唆された。
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問　　題

近年,女性をとりまく社会状況の変化により,女性のライフスタイルは多様化している。女性の

社会進出も増加しており,女性が職業を持ち続けることは当たり前のこととなっているO　このよう

な女性のライフスタイルの変化により,女性の標準的ライフサイクルは大きく変化した(井上・江

原, 2005)。少子化により末子の就学が早くなり,さらに,寿命の延びにより老後が長くなってい

る。そのため,子育てを終えた後の期間が延長し,現代の中年期の女性にとってこの期間をどう生

きるかということが1つの重要な問題である(杉村, 1995)c

人間の発達を生涯に渡るものとして捉え,初めて理論化を試みたのはErikson(1950仁科訳1977)

であり,その中心概念としてアイデンティティが挙げられる。アイデンティティについて,

Erikson(1950仁科訳1977)は,ある特定の社会的現実の中で自分とは何であり,どのように発達し

ていこうとしているかの確信の感覚と定義し,その感覚は具体的な他者との関係の中で確認される

としている。また,アイデンティティの獲得は,青年期の課題であるものの,青年期以降も様々な

心理・社会的変化を契機に問い直され,再吟味されて,さらに成熟していくものである。岡本(1985)

は,中年期の心理的変化の特徴として, "身体感覚の変化", "時間的展望のせばまりと逆転", "坐

産性における限界感の認識", "老いと死-の不安", "自己確立感・安定感の増大"の5つを挙げてい

る。このような心理的変化の中で,中年期にはアイデンティティの問い直しが起こる。岡本(1985)

は,このプロセスを4つの段階で説明している。まず, "I身体感覚の変化の認識にともなう危機
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期''があり,次に"Ⅲ自分の再吟味と再方向づけ-の模索期"が訪れる。その模索によって,実際に

価値観や生活が変化していく"Ⅲ軌道修正・軌道転換期"を経て, "Ⅳアイデンティティの再確立期"

-至る。このプロセスを岡本(1985)は, "中年期のアイデンティティ再体制化のプロセス"と呼んで

いる。さらに,この4段階のプロセスの体験のされ方によって, 8つのアイデンティティ・ステイ

タスを見出している(岡本, 1985)。

中年期の臨床的問題の1つに,子育ての終了による危機が挙げられる　Deykins(1966)は,子の巣

立ちが母親にとって重大な危機であるとして,これを"空の巣症候群Hと命名した。 =空の巣症候群門

には,台所に立つとめまいや吐き気,頭痛などがおきて,炊事が手につかなくなる"台所症候群",

中年から飲酒を始め急速にアルコール依存に陥る"キッチン・ドリンカー"なども指摘されている(井

上, 1992)。

一方で,このような"空の巣症候群"は,一般にはあてはまるものではないという異論もある。後

山(2002)は, "Deykinsは,臨床群の中高年女性を対象としているため,これを一般化するのは無理

がある"と述べている。また,子育て中には抑うつ的な混乱や迷いがあるが,子の巣立ちによって

親役割から解放されていく中で,それらの混乱は徐々に解消され,アイデンティティの中核が揺る

がされるような経験はされないとする研究(清水, 2004)もみられる。

子の巣立ちを上手く乗り越えるための要因の1つとして,スムーズな役割の改編が挙げられる。

これまでもっていた地位や役割の喪失にともなって,今ある地位や役割の見直しを図ったり,新た

な地位や役割を加えたりと,地位・役割の改編ができるかがこの時期の重要なポイントといえる(石

川・山下・大石, 2000)。これは,母親役割に代わって,仕事,趣味や学習活動,ボランティア活

動に役割を転換していくことと言い換えることもできる。岡本(2002)は,家庭中心の生き方を送っ

てきた女性が,子どもの成長にともなって,より積極的に社会とつながりをもつ生活-転換してい

くことは,中年期の危機を乗り越えるために重要であると述べているDさらに, Gonzalez(1990)は,

ポスト子育て期にアイデンティティ達成型の人は,他のステイタスの人と比較して,生活に大きな

変化があることにより生活満足度が高くなり,そのことがアイデンティティ・ステイタスと関連し

ているとしている。それに対し,拡散型の人は,生活の変化が少ないと感じているという。子の巣

立ちという転換点において,うまく役割を再編し生活を変化させていくことが,アイデンティティ

の再体制化において重要な意味を持つと考えられるoしかし,一方で,役割の再編を試みるものの,

自分らしい活動や生き方がみつからず,積極的に打ち込み,充実感の得られる対象や体験を持つこ

とができない場合もある。これを岡本(2005)ll"漂流するアイデンティティ"と呼んでいる。 "中年女

性の自分探し(石川・山下・大石, 2000)"は,アイデンティティの再体制化において重要な意味を

持つが,同時に困難な面も兼ね備えているといえよう。

また,入相(2005)によるポスト子育て期女性の抑うつレベルの違いによるTAT研究からは,ポス

ト子育て期の女性にとって,過去-固執せずに子の巣立ちを認め,未来-強く前向きに生きる姿勢

が大切であることが示唆されている。さらに,子育てをやりとげたこと-の満足感をもつことも重

要な要因であり,ほどよい母親として子どもとの心理的距離を保つことにより子どもの精神発達を

促すことは空の巣の危機に陥らないための1つの手段であると後山(2002)は述べている。同様に清
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水(2004)も,子どもの自立を肯定的に受け止め,子育て-の達成感を持っている人の方が,自身の

アイデンティティの課題により取り組めているとしている。そして,自分の興味・関心がどこにあ

り,自分の能力がどれほどであるか,何を伸ばしていくべきであるかといった,自己への対峠や,

自分らしい生き方-の主体的な模索,選び取った生き方-の積極的関与が不可欠である(岡本,

2002 ;国眼, 1999 ;伊藤, 1999)。母親役割に圃執せず,子の巣立ちを積極的に受け止め,未来-

目をむけて自己の問い直しを行い,母親役割以外の自分の役割,特に社会の中での位置づけについ

て主体的に模索し,積極的に関与していくことが重要となるのであろう。

このように,子の巣立ち後は母親にとって危機として体験されるか否か,子の巣立ちをスムーズ

に乗り越えるための要因は何かといった研究は,これまでに多くなされている。しかし,子の巣立

ちによって,どのように自分自身を問い直し,どのようにアイデンティティの質が変化していくの

か,そして,どのように自分自身を模索するのかといった,子の巣立ちからのアイデンティティ再

体制化のプロセスに関する研究はまだ行われていない。そこで本研究では,岡本(1985)の研究を基

盤として,子の巣立ちに焦点をあて,子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化のプロセスを検

討することを目的とする。

渡連(2004)は,社会的文脈の中で生きるリアルな人間は,変化していくことが自然であり,その

変化自体を研究対象とすることが質的研究であると述べており,プロセスという変化を捉える上で,

質的研究を行うことの重要性を示唆しているO難波(2000)も中年期の一般的女性について研究する

上で, "個々に切り離された特定の側面や要因についての量的研究ではなく,具体的文脈の中のあ

るがままの人間像・生活像を捉え,女性の内的発達のプロセスを質的に記述する必要がある"と述

べている。よって,本研究では質的研究法を用いることとするO　その中でも特に質的面接法を用い

る。質的面接法は,個人の主観的な観点から経験の意味づけや人生の様相を捉えるというものであ

る(徳田, 2004)。人生における人の発達のプロセスやその特質を解明していくためには,特定の領

域のみに焦点を当ててとらえるのではなく,個々人のあり方を包括的に,全人格的に捉える必要が

あり,そのためには綿密な面接による研究が必須である(難波, 2000)。一方で,量的データは質的

データよりも,よりサンプルの代表性が高いとも言われており,質的データと量的データを相補的

なものとして捉え,質的方法と量的方法を組み合わせて研究を行うことの重要性も示されている

(Flick, 1995小田他訳2002)。

そこで本研究では,研究Iにおいて,質問紙を用いて子の巣立ち段階におけるアイデンティティ

変容の特徴を捉え,研究Ⅲにおいて,面接調査を行うことによりその変化のプロセスをさらに詳細

に捉えることとする。

研　究　I

1.目的

子の巣立ちによるアイデンティティ変容の特徴を数量的尺度を用いて明らかにするO
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2.方法

(1)調査対象者

40歳から65歳の女性を対象とした筆者の知人を通して調査依頼を行い,郵送法により回収をし

た154名回収したが,対象としている年齢にあてはまらない6名と,全体の1割以上未回答の項

目があった1名を除いた計147名を調査対象とした。本人平均年齢は52.56歳(∫β - 4.62),長子の

平均年齢は25.96歳(sD-4.60),末子は22.37歳(SD-4.50)であった。分析対象者が最も積極的に取

り組んでいる仕事・活動として選択したものは,家事32名(21.8%),フルタイム43名(29.3%),パ

ート・アルバイト22名(15.0%),自営業11名(7.5%),ボランティア17名(ll.6%),趣味18名(12.2%),

その他4名(2.7%)であった。

(2)調査時期

2007年5-12月。

(3)調査内容

以下の内容からなる質問紙調査を実施した。

①谷(2001)による「多次元自我同一性尺度」 : 「自己斉-性・連続性」, 「対日的同一性」, 「対他的同

一性」, 「心理社会的同一性」 (各5項目)を表す,合計20項目からなる。回答は, 「非常に当てはま

る」, 「全くあてはまらない」を両極とする7段階での評定を求めた。

②桂・佐々木(2006)を一部修正した子の巣立ちによる空虚感を問う項目:合計6項目からなり, 「よ

くあてはまる」, 「全くあてはまらない」を両極とする5段階での評定を求めたO

③清水(2004)による「子の巣立ちに対する母親の主観的認識」を問う項目:長子と末子ついて「お

子様は,すでにあなたのもとを巣立って独立したという感じがしますか」と尋ね, 「ずっと前から

そう思う」, 「最近そう思う」, 「まだ先のことだと思う」, 「わからない」のいずれかで回答を求めた。

④子どもの生活に関する項目:子どもの年齢,性別と,子どもの客観的自立の程度として,同居か

どうか,就職しているかどうかについて,合計4項目について回答を求めた。

⑤回答者の属性:母親本人の年齢と最も積極的に取り組んでいる仕事・活動(家事,フルタイム,

パート・アルバイト,自営業,ボランティア活動,趣味の活動,その他のいずれかを選択)を尋ね

た。

3.結果

(1) 「子の巣立ちに対する主観的認識」に基づいた対象者の分類

母親の子の巣立ちに対する主観的認識の結果に基づいて対象者の分類を行った。長子・末子とも

に子の巣立ちを「まだ先のことだと思う」と答えた人,もしくは,どちらかが「まだ先のことだと

思う」と答え,どちらかは「わからない」と答えた人を「未巣立ち群」とした。長子・末子のどち

らか,もしくは,ともに「最近そう思う」と答え, 「ずっと前からそう思う」は選択していない人

を「巣立ち感じ始め群」とした。長子・末子のどちらかについて「ずっと前からそう思う」と答え

た人を「巣立ち途中群」とした。長子・末子ともに「ずっと前からそう思う」と答えた人を「巣立

ち完了群」とした。長子・末子ともに「わからない」と答えた4名は分析からはずしたため,分析
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対象者は143名であった　Tablelは,子の巣立ち段階における本人・長子・末子の年齢を示したも

のである。本人年齢と長子年齢に関しては,未巣立ち群46名,巣立ち始め群61名,巣立ち途中群

21名,巣立ち完了群15名の平均と標準偏差を示している。末子年齢に関して, 12名の調査対象者

は子どもが1人であったため,未巣立ち群42名,巣立ち始め群55名,巣立ち途中群21名,巣立

ち完了群13名であった。

Tablel巣立ち段階における本人・長子・末子の年齢

群名　　　　　　　未巣立ち群　　　　　　巣立ち始め群　　　　　　巣立ち途中群　　　　　　巣立ち完了群

平均　　　　SD　　　　平均　　　　SD　　　　平均　　　　SD　　　　平均　　　　SD

本人年齢　　　　50.24　　　　4.35　　　　52.39　　　　5.58　　　　53.86　　　　4.64　　　　55.80　　　　3.69

長子年齢　　　　23.27　　　　4.08　　　　26. 16　　　　,42　　　　28.71　　　.13　　　　28.36　　　　.54

末子年齢　　　　19.40　　　　3.88　　　　22.24　　　　4. 13　　　　24.57　　　　4.00　　　　26.00　　　　.01

(2)巣立ち段階によるアイデンティティ変容の特徴

「多次元自我同一性尺度」について,逆転項目は得点を逆転し,各項目の粗点の合計を項目数で

割った得点を多次元自我同一性得点とした　Figure lは,巣立ち段階による多次元自我同一性得点

の平均を示したものであるo欠損値を含んでいたため,未巣立ち群において3名,巣立ち感じ始め

群において1名,計4名を分析から除外した。そのため,未巣立ち群は43名,巣立ち感じ始め群

は60名,巣立ち途中群は21名,巣立ち完了群は15名であった。多次元自我同一性得点の平均は,

未巣立ち群99.44 (SD- 19.05),巣立ち始め群89.63(5D- 17.77),巣立ち途中群102.38(S」>- 15.81),

巣立ち完了群107.87(5D- 19.42)であった。一元配置の分散分析を行ったところ,効果が認められた

(F(3,138)-5.59,p<.01)。多重比較としてTukeyのHSD法を用いたところ,巣立ち始め群よりも,

巣立ち途中群と巣立ち完了群の方が,有意に高かった。
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Figure 1.巣立ち段階ごとの多次元自我同一性得点の平均
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下位尺度に関しても同様に,それぞれの尺度について,自己斉-性・連続性得点,対日的同一性

得点,対地的同一性得点,心理社会的同一性得点とした。まず,それぞれの下位尺度得点に関して
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内的整合性を検討するために, Cronbachの。係数を算出したところ,十分な値が得られた(自己斉

-性・連続性α-90,対日的同一性a-86,対他的同一性a-.84,心理社会的同一性a-.85)0

Figure2は,巣立ち段階による自己斉-性・連続性得点の平均を示したものである.自己斉-性・

連続性得点の平均は,未巣立ち群では27.64(575 - 6.19),巣立ち始め群では25.10(S」> - 5.82),巣立

ち途中群では29.19(SD - 3.91),巣立ち完了群では29.27(SD - 5.80)であった。一元配置の分散分析

を行ったところ,効果が認められた(F(3,140)-4.26,,p<.01)。多重比較としてTukeyのHSD法を用

いたところ,巣立ち始め群よりも巣立ち途中群の方が有意に高かった(p<.05)。また,巣立ち始め群

よりも巣立ち完了群の方が,有意傾向であるが高かったわ<-10)。
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Figure2.巣立ち段階による自己斉一性・連続性得点の平均

Figure 3は,巣立ち段階による対日的同一性得点の平均を示したものである。対日的同一性得点

の平均は,末巣立ち群では24.41(&D= 5.26),巣立ち始め群では21.98(SD- 5.48),巣立ち途中群で

は25.10(SD- 5.25),巣立ち完了群では26.73(SD - 5.74)であったO一元配置の分散分析を行ったと

ころ,効果が認められた(F(3,139)-4.30,p<.01)。多重比較としてTukeyのHSD法を用いたところ,

巣立ち始め群よりも巣立ち完了群の方が有意に高かった。
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Figure 3.巣立ち段階による対日的同一性得点の平均
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Figure4は,巣立ち段階による対他的同一性得点の平均を示したものであるO対他的同一性得点

の平均は,未巣立ち群では22.62(SZ>-4.86),巣立ち始め群では21.26(5D-4.87),巣立ち途中群で

は25.00(SD-5.36),巣立ち完了群では26.13(SD-5.26)であった。一元配置の分散分析を行ったと

ころ,効果が認められた(F(3,141)-4.56,p<.01)。多重比較としてTukeyのHSD法を用いたところ,

巣立ち始め群よりも,巣立ち途中群と巣立ち完了群の方が有意に高かった。
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Figure 4.巣立ち段階による対他的同一性得点の平均

Figure5は,巣立ち段階による心理社会的同一性得点の平均を示したものである。心理社会的同

一性得点の平均は,未巣立ち群では22. 69(SD-5.23),巣立ち始め群では21.57(S」>-4.59),巣立ち

途中群では23.10(SD-4.10),巣立ち完了群では25.73(5'D-4.64)であった0 -元配置の分散分析を

行ったところ,効果が認められた(F(3,140)-3.20,p<.05)。多重比較としてTukeyのHSD法を用い

たところ,巣立ち始め群のよりも巣立ち完了群の方が有意に高かった。

30

心25
哩

杜20
ノ∠ゝ
IX

的15
同

性10
得

点　5

未巣立ち群　巣立ち始め群　巣立ち途中群　巣立ち完了

Figure 5.巣立ち段階による心理社会的同一性得点の平均
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(3)子どもの客観的自立の程度とアイデンティティとの関連

子ども客観的自立の程度に関する指標としての子どもと同居しているかどうかや,子どもが就職

しているかどうかということと多次元自我同一性得点との関連について分析したTable2とTable3

は,長子・末子それぞれの同居の有無,就職の有無による多次元自我同一性得点の平均について示

したものである。

Table 2同居の有無による多次元自我同一性得点の平均

長子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末子

同居している　　　　同居していない　　　　同居している　　　　同居していない

多次元自我同一性得点　　　　　93.67　　　　　　　　96.89　　　　　　　　96.46　　　　　　　　96.55

Table 3就職の有無による多次元自我同一性得点の平均

長子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末子

就職している　　　　就職していない　　　　就職している　　　　就職していない

多次元自我同一性得点　　　　　95.20　　　　　　　　97.39　　　　　　　　95.69　　　　　　　　97.24

同居の有無と就職の有無について,長子・末子それぞれの多次元自我同一性得点についてt検

定を行ったところ,有意な差は認められなかった。

蝣.^^ELpC-j l.1

研究Iでは,子の巣立ち段階によるアイデンティティ変容の特徴を数量的尺度を用いて明らかに

することを目的としていた。

子の巣立ち段階による,多次元自我同一性得点の違いをみたところ,巣立ち始め群が巣立ち途中

群と巣立ち完了群よりも有意に得点が低かった。子どもの自立を母親が主観的に認識することによ

ってアイデンティティの問い直しが生じ,その主観的認識の進行に伴い,より高いアイデンティテ

ィ・ステイタスに至るとしている清水(2004)と同様の結果が得られた。現代のポスト子育て期の女

性は必ずしも"空の巣症候群(Deykins,1966)"のように,子の巣立ちに伴いアイデンティティが拡散す

るという経験はしないことが明らかとなった。また,アイデンティティ変容が生じるのは,巣立ち

始め群から巣立ち途中群-の移行途中であるということが示された。巣立ち始め群というのは,千

どもの巣立ちに対して「最近そう思う」と答えている者であり,巣立ち途中群というのは, 1人が

巣立ったと「ずっと前からそう思う」と答えている者である。つまり,巣立ちを感じ始めてから,

巣立ちが1人完了したと感じるまでの間にアイデンティティが変容するということができよう。こ

れまでは,子どもが巣立つことによって,空の巣の中ではじめて自分自身を問い直すという結果が

報告されていたのに対し(Deykins,1966;千丈,2002),今回の結果では, 1人巣立ちが完了したと感

じるまでの間にアイデンティティが変容しており,現代の中年期女性にとって,アイデンティティ

変容の転機となるのは,子どもの巣立ちを感じ始めることであり,比較的早い段階からアイデンテ

ィティの問い直しが起こっていると考えられる。しかし,母親がどのように巣立ちを感じ,どのよ
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うにアイデンティティを問い直していくのかということは,研究Iのデータからは明らかではない

ため,研究Ⅱにおいてさらに詳細に検討していくこととする。

多次元自我同一性得点の下位尺度に関して,自己斉-性・連続性得点,対日的同一性得点,対他

的同一性得点,心理社会的同一性得点それぞれについて巣立ち段階ごとの得点比較を行った。斉-

性・連続性得点と対他的同一性得点においては,巣立ち始め群よりも,巣立ち途中群,巣立ち完了

群の方が高い得点であった。対日的同一性得点と心理社会的同一性得点においては,巣立ち始め群

より巣立ち完了群の方が高い得点であった。したがって,子の巣立ち過程において,まず自己斉-

性・連続性と対他的同一性に変容が生じ,次に対日的同一性と心理社会的同一性に変容が生じると

いうことがいえよう。子の巣立ちに対するアイデンティティの変容は,母親から自分へという役割

変容の中で起こる。そのため,母親役割の終了に伴い,まず,これまで持っていた母親としての自

己の斉-性と連続性が保たれなくなり,同時に,他者から認識されている母親としての自己は,本

来の自己の一部分であるという気づきの出現によって,育-性・連続性,対他的同一性という部分

のアイデンティティの問い直しが生じるのであろう。その後,自分は残りの人生において何を望む

のかということを,社会の中で存在する自己として問い直すのではないかと考えられる。

また,子どもの巣立ちに関する客観的指標としての,長子,末子それぞれにおける同居の有無や

就職の有無と多次元自我同一性得点との違いをみたところ,全ての分析において有意な差は認めら

れなかった。このことから,子どもの客観的な自立の程度ではなく,母親が子の巣立ちを主観的に

認識することによって,母親のアイデンティティに変容が起こるという清水(2004)と同様の結果が

得られたといえる。

研　究　Ⅱ

1.日的

研究Iでは,母親の主観的な子の巣立ちの認識の程度によって,巣立ち段階を分類し,アイデン

ティティ変容の特徴を量的に明らかにした。研究Ⅱでは,子の巣立ちによるアイデンティティの変

容プロセスを半構造化面接によって質的に明らかにすることを目的とする。さらに,子の巣立ちに

対して感じる空虚感の違いによって,そのプロセスに違いがあるのか,また,空虚感に影響する要

因は何かを検討する。

2.方法

(1)調査対象者

研究Iの調査対象者のうち,面接調査への協力を承諾してくださった方13名。平均年齢51.30

歳(5D-1.56)であった。以下事例をA～Mと表記する。

(2)調査時期

2007年7-11月。

(3)手続き

個別の半構造化面接を行ったO面接調査を実施するにあたり,広島大学教育学研究科倫理審査委

員会の承諾を得ている。面接調査を行う前に,本研究の目的,録音,結果の公表について説明を行
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い,面接承諾書に署名を得た。面接回数は各対象者につき1-2回,面接所要時間は約60-120分

であった。面接の場所は,対象者の希望に基づき,対象者の自宅や職場,対象者の居住地近くの飲

食店で行った。面接内容は全て調査対象者承諾の上,ICレコーダーおよび筆記による記録を行った。

面接の質問項目は以下の通りである(Table 4)。対象者の自発的な語りを尊重し,あらかじめ設定

した調査項目で,足りないと思われる項目について適宜質問を行った。

Table4　調査内容の質問項目

①子の巣立ちによる喪失感の有k ・子育てのふりかえり

子育て中の苦労は何か

当時どのような思いであったか

今そのことをどう感じているか

子の巣立ちにより喪失感や空虚感は感じたのか

感じたならばそれはどのようなものであったか

何をきっかけにそう感じるようになったか

それによって,自分自身変化はあったか(自己の問い直しはおこったか)

自分にとって子育てとはどのようなものであったか

子育て中に,母親としての自分と個としての自分の間で葛藤はあったか

どのように折り合いをつけていたか.つけられていなかったか

②いつ.どのように自己を問い直し.自己の摸索をしているのか

今後どのように生きていくか考え直すことはあったか(自己の問い直しの有無)

あったならば,それほどのようなことがきっかけであったか

どのような問い直しが起こったのか

その間い直しに対して,どのような模索を行ったか

どのくらい主体的に模索を行っているか

どのくらい積極的にそれに関与しようとしているか

今どのような仕事・活動をしているか

なぜそれを始めたのか

自分にとっての仕事・活動の意味は

残りの人生をどのように生きていこうと考えているか

(4)分析方法

KJ法(川喜田, 1967, 1970)による質的分析法を参考に,以下の手順により語られた内容を分析した。

①対象者ごとに語られた内容を全て逐語記録にし,記録内容について時系列に沿った要約を行った。

②逐語記録を意味のまとまりごとに150から200のエピソードに細かく区切ってカード化し,類似

した内容をグルーピングし,内容を濃縮した見出しを付けた。

③カードを小グループから中・大グループ-と徐々に編成していった。

④各グループを時系列に沿って整理をした。

以上の手続きに従って,個人のデータを分析し,子育てから子の巣立ち,現在に至るプロセスと

特性を検討したO　次に,それらを総合して分析・考察したO
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3.結果と考察

(1)対象者のプロフィール

調査対象者のプロフィールをTable5にまとめたo

Table5面接対象者のプロフィール

年齢　　長子年齢　　末子年齢　EN得点・ID得点.2　巣立ち段階
最も積極的に

取り組んでいる活動

25(同居)

27(同居)

23(別居)

24(別居)

24(別居)

24(同居)

27(別居)

25(別居)

T　　　　51　　23(別居)

J　　　　52　　　21(別居)

25(同居)

25(同居)

26(別居)

21(別居)　　低群　　　11】　　　未巣立ち　　　ボランティア

19(別居)　　低群　　　78　　　　未巣立ち　　　　　家事

20(同居)　　低群　　　104　　　巣立ち始め　　　ボランティア

21(別居)　　低群　　　105　　　巣立ち始め　　　フルタイム

22(同居)　　低群　　　107　　　巣立ち始め　　　　　趣味

20(別居)　　低群　　　　96　　　巣立ち途中　　　ボランティア

24(別居)　　低群　　　1 14　　　巣立ち途中　　　　　家事

19(別居)　　低群　　　101　　巣立ち完了　　　ボランティア

12(同居)　　高群　　　109　　　未巣立ち　　　　　家事

高群　　　　88　　　　未巣立ち　パ-ト・アルバイト

22(別居)　　高群　　　　90　　　巣立ち始め　　　ボランティア

20(別居)　　高群　　　　89　　　巣立ち始め　　　　　趣味

21(別居)　　高群　　　103　　　巣立ち途中　　　ボランティア

平均　　51,1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99.62

SD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.78

*1空虚感得点　*2多次元自我同一性得点

(2)子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化プロセスに関するカテゴリ化

子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化プロセスに関するカテゴリ化を行った。分析の結果,

「とまどい」 「納得」 「信頼感の芽生え」 「子どもの成長の実感」 「巣立ちの予感」 「空虚」 「依存」

「安堵」 「自己の問い直し」 「模索」 「積極的関与」 「アイデンティティ再体制化の完了」の12個の

カテゴリが抽出された。また,客観的事実として「子育て中の問題」 「問題克服」 「子の巣立ち」の

3種の内容が含まれていた。以下,それぞれのカテゴリに関する語りが見られた者を( )内に示す

こととする(例:「とまどい(B)」)。Table6は,カテゴリとその特徴,語りの例を示したものであるO

カテゴリ抽出の信頼性を検討するため,臨床心理学を専攻する大学院生2名(うち1名は筆者)に

よって独立に評定を行った。その結果,評定者間一致率は77.08%であり,一致しない項目につい

ては,評定者間で協議の上決定した。
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Table6アイデンティティ再体制化プロセスにおけるカテゴリとその特徴,発言例

段 階 特 徴 (下位 カ テ ゴ リ) 発言 例

子育 て 中の 問題 子育 て において 苦労 した問題 を乗 り 「上 の子が いじめに あって(B )」

(A,B ,C ,D ,E,F,Q H ,I,J,K ,L ,M ) 越 えてい くエ ピソー ド 「拒食症 にな ってね0 上も下も入院 して(G )」

とま どい

子 どもの問 題が ど うして起 こったか

理解 で きず に シ ョック を受 けていた
「このま ま学校 に行 かな くなるん じゃないか つて最初 は不安

だつたのね(H )」

「い じめられて るのがはずか しいみたいな意識が あって(B )」(B,C ,D ,E ,G iH ,J) リ, 世 間体 からはずか しいと感 じて い

た りしている状態

納 得 子 どもの問 題 を自分な りに意味 づ け

「よ く話 を聞 いてみ ると. よい子 を演 じす ぎて. 学校 に行 った

らどうして もそ ういう風にふ るまって しまうか ら, 行かない方

(B,C,D ,E ,F,G H ) る ことができている状態 が いいつて。それが本音なのかな って思 つたか ら, 無理に行っ

ても しようがない つて思 って(D )」

信頼 感 の 芽生 え

子 どもの問 題に ついて納 得が できた 「子 どもの ことが理解で きてか らは. あんま り腹が立たな くな

ことに よ り, 子 どもへの 見方が 変化 つて. 楽に見れ るよ うにな った. (C)」

C .D .H し. この子 なら大丈夫だ と感 じられ る 「何か を見つ けれ ば動 き出すんだ ろうな って。その気になれば

よ うにな っている状態 す るつて思 ってた(H )」

間 悪 克服
子育 て中の 問題 を子 どもや母親 自身

が克服 し, それに よって起 こった変化

のエ ピソー ド

「子 どもが大 きくな ってか らは. 行動が広が って. 葛藤 はな く

(A,B,D ,E ,F,G,H ,J,M ) な りましたね(M )」

子 どもの 成長 の 実感
子 どもの成長を実感 して いる状態

rl つずつハl ドルを越えてい って. 自分の中で自信 がついて

J,K) きたん ですね(J)」

巣立 ち の予 感

I.KーM )

子どもが 自分のもとを離れ, いずれ巣

立 ってい く日が来 る とい うことを感

じ始めている状態

「子育 ては終わ るもの つてい うのは育てなが ら思 っていて(I)」

空 虚

子どもが成長 し, 巣立 って いくことに

対 し空虚感を感 じていた り一子 どもの
「時 々ふ っとさび しいかなと思 うことはある(C )」

「いつ も手近 にあ ったものが な くな って しま ったつてい う喪

失感 。さび しい つてい う(L)」(B,C ,E,G ,I,L,M 成長 や巣立 ちを認 め られ ず否認 して

いる状態

安 堵

(B,C,D ,E,Q H ,J,K ,L ,M )

子 どもが巣 立 ったこ とに 対 して自分 r今 まで 1 人で家に こも って. 一人になったときどうす るん だ

の役 目は終わ った とほ っと して い る ろうつて思 ってた けど. 家族がで きて. 守って くれ る人ができ

状態 てよか った(D )」

依 存 子 どもの巣立ちを感 じられず . 親離れ rまだ子 どもが 自立 してい な くて. 親 にべ った りの状態 だか

(A,F も しくは子離れが できて いない状態 ら. 巣立 つた ってい う感 じが しないのか も しれな い(A )」

子 の 巣立 ち
子 どもが巣立ったエピソー ド

「4 月か ら初めて全員がいな くな りま した0 去年まで必ず 誰か

(B,C,D ,E ,G H ,1,J,K ,L ,M ) いて途切れる ことがなかつたのに(M )」

自己の 問 い直 し 自己への対時が起 こ り, 自分 らしい生 「A ちゃんのお母 さん としか呼ばれな くな って. A ちゃんのお

(A,C,E ,G I,J,K ,L,M ) き方の問い直 しが起 こっている状態 母 さんのまま終わ ってもいいのかなって思 いま した (A )」

模 索

(AーC,E,Q U ,K ,L,M )
自分 らしい生き方 を探 している状態 「夢 を見つ けた いな って。今探 し中というところですかね(L)」

積 極 的 関与
自分 ら しい生き方 や生 きが いに対 し

て. 社会の 中で積極的に関与 してい る

状態

「ず つと主婦で いたか ら. 仕事 をして. 何かを学 ぶとい うこと

(A,C,D ,EーF,H,M ) が楽 しか った(E)」

ア イ デ ンテ ィテ ィ
子 の巣立ちの作 業が完 了 し. 積極的に

関与する対象も獲得 して いる状態

「子 どもの ことか らボ ランテ ィア を始めてーいろんなことがつ

再体 制 化 の完 了 なが つていると感 じる。 これか らも今までと同 じよ うにいろい

(D.H.M ) ろや りなが ら, どん どん広げていきたいと思 います(H )」
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「子育ての問題」は,対象者ごとに様々な内容が語られた。子育てにおける自分自身の問題とし

て, 「閉塞した子育て」 「夫の協力のなさ」 「社会との隔絶」があった。子どもの問題としては, 「登

園しぶり」 「いじめ」 「不登校」 「拒食症」 「進路に関する意見の相違」 「理解のできなさ」 「精神的

不安定(家庭内暴力)」 「大病を患う」があった。子育ての中で, 「特に困ったことはない」と答えた

者は3名であった(I, K, L)。本研究の対象者の特徴として,子どもの問題の重篤度が高い者が多

いことが挙げられる。重篤度の高い問題として, 「いじめ(B)」 「大病を患う(B)」 「不登校(D, F, G,

H)」 「精神的不安定(家庭内暴力)(E)」 「拒食症(G)」があり,対象者13名中6名がこのような問題を

抱えていたO

「とまどい」は,子どもの問題がどうして起こったか理解できずにショックを受けていたり,世

間体からはずかしいと感じていたりしている状態である(B, C, D, E, G, H, J)。 「納得」は,千

どもの問題を自分なりに意味づけることができている状態である(B, C, D, E, F, G, H)。問題

克服-向かう中で, 「とまどい」と「納得」の状態が繰り返されている対象者がいた(D, H)。自分

なりに子どもの問題に対して意味づけをし,納得しようとするが,それでも,いらだちや困惑が再

燃する。 「とまどい」を感じては,自分なりに「納得」することで,問題の克服-向けて,子ども

を見守り続けることができるのであろう。

「信頼感の芽生え」とは,子どもの問題について「納得」が進み,子ども自身の問題克服が進ん

でくる中で,子ども-の信頼感が芽生えてきている状態である(C, D, H)。 「問題克服」は, 「子育

て中の問題」として挙げられていたものを,子どもや母親自身が克服したということが語られたも

のである(A, B, D, E, F, G, H, J, M)。 「子どもの成長の実感」とは,子どもの成長を実感し

ている状態である(J, K)。 「巣立ちの予感」とは,子どもが自分のもとを離れ,いずれ巣立ってい

く目が来るということを感じ始めている状態である(I, K, M)。 「空虚」とは,子どもが成長し,巣

立っていくことに対し,空虚感を抱いている状態である(B, C, E, G, I, L, M)。 「安堵」とは,

子どもが巣立ったことに対して,自分の役目は終わったとほっとしている状態である(B,C,D,E,

G, H, J, K, L, M)。 「依存」とは,子どもの巣立ちを感じられず,親離れもしくは子離れできて

いない状態である(A, F)。 「子の巣立ち」とは,実際に子どもが巣立ったという内容の語りである

(B, C, D, E, G, H, I, J, K, L, M)。 「依存」状態であったAさん, Fさん以外の全ての対象者

において, 「子の巣立ち」に関するエピソードが語られた。

「自己の問い直し」とは,自己-の対峠が起こり,自分らしい生き方の問い直しが起こっている

状態である(A, C, E, G, I, J, K, L, M)。 「自己の問い直し」には,残りの人生をどう生きてい

くかという問い直し(発言例‥「子どもが大きくなって,私1人で家にいる時間が長くなってきて,このまま

私ずっと家にいるのかな,そんな私どうなのかなって(E)」 )や,子どもとのかかわり方に関する問い直

し(発言例= 「子ども自身が生きていく世界と私とのかかわりが深いと.彼の人生に影響を与えそうだから,ち

ょっとずつひいていかないとと思い始めた(C)」),子育て中の反省からの自分自身の問い直し(発言例:「子

どもの話を全然聞いてないな,子どもの気持ちわかってないなって思って。なんとかしないとと思って(I)」 )

がみられた。 「模索」とは, 「自己の問い直し」に対して以後の人生をどのように方向付けるか,自

分らしい生き方を見出そうとしている状態である(A, C, E, G, I, K, L, M)。 「積極的関与」と
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は, 「模索」により見出した自分らしい生き方や,すでに獲得していた自己投入できる対象に対し

て積極的に関与している状態である(A, C, D, E, F, H, M)。 「アイデンティティ再体制化の完了」

とは,子育て中の問題が解決し,子の巣立ちが完了した上で,自己投入できる対象を兄い出し,そ

れに積極的に関与することができている状態である(D, H, M)。

(3)空虚感に関連する要因の分析

子の巣立ちプロセスと同様の分析によって, 「空虚」から「安堵」 -と空虚感を低減させる,も

しくは空虚感を感じさせない要因について分析した。その結果, 「つながりの実感」 「自立の実感」

「忙しさ」 「わりきり」の4要因が抽出された　Table7は, 4要因とその特徴,語りの例を示した

ものである。

また,要因抽出の信頼性を検討するため,臨床心理学を専攻する大学生2名(うち1名は筆者)

によって独立に評定を行った。その結果,評定者問一致率は94.12%であり, -致しない項目につ

いては,評定者間で協議の上,決定した。

Table7空虚感に関連する要因

空虚感に関連する要因 特 徴 発 言例

つな が りの 実感
離れ たか らといって,つなが りが切れ たわ けではな

く,互 いに思 いあってい るというつ なが りを感 じる

ことができてい る

「ぷ っつ り離れたわ けじゃない し0 精神的

C ,D ,L ) なつなが りがあるか ら(D )」

忙 しさ 他 にす ることが あるために▼子の巣立 ちという喪失
「下の子 もい るので. こっちは こっちの生

活が あるか ら一気がま ざれた つてい うのが

あったかな(L )」
D ,L ) 体験 に浸 って いられない

自立 の実 感 子 どもな りに自立 した生活 をす ることがで きて い 「や って いけるやん. 偉いやん つて0 親 と

H ,I,L ) ると実感 をもつ ことができている 離れて もや ってい けるんだなって(L )」

わ りき り

心配 しても仕方 ない,子 どもが 自分 な りに生活 しよ

うと しているなら.それ を尊重 しなけれ ばならない
「知 らぬが仏でー見えてないだけかも しれ

ないけど. それ を心配 しても しようがない

か なって(M )」
(B ,D ,F,G ,L ,M ) と .自分 と子 どもとをわ りきって考 えよ うと してい

る

「つながりの実感」とは,離れたからといって,つながりが切れたわけではなく,互いに思いあ

っているというつながりを感じることが空虚感に影響するというものである(C D, L)。 「ぷっつり

離れたわけじゃない(D)」という精神的なっながりの語りと, 「携帯電話ですぐ話せたから安心でき

た(L)」というような実際に声を聞くことができるというつながりの語りとがみられた。 「忙しさ」

とは,仕事や別の子どもの面倒をみるなど,他にすることがあるために,喪失体験に浸っていられ

ないというものである(D, L)。 「自立の実感」とは,子どもなりに自立した生活ができているとい

うことを実感することが空虚感に影響するというものである(H, I, L)。 「わりきり」とは,心配し

ても仕方ないと自分と子どもとをわりきって考えることが空虚感に影響するというものである(B,

D, F, G, L, M)。考えないようにしよう,心配しても仕方ないと,不安や心配に焦点をあてない

ようにしている語りと,自立しようとしているのだから邪魔はしないようにしないといけないとい
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うように自分自身に子どもの自立を尊重するように言い聞かせている語りとがみられた。

(4)子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化のプロセス

(2)で抽出されたカテゴリを時系列に並べ,子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化のプロセ

スとして図式化したものをFigure6に示した。

Figure6.子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化のプロセス

子どもの巣立ちによるアイデンティティ再体制化は,次のようなプロセスがみられた。まず,千

育て中の問題を乗り越える中で, 「とまどい」と「納得」を繰り返し,子育てにおける問題につい

て自分なりに意味づけができるようになる。そうすることにより,長い日で見守ろう,この子なら

大丈夫という,子ども-の「信頼感の芽生え」の状態に至る。そして,現実的に子どもが問題を乗

り越えたり,自分自身が問題を乗り越えたりする中で, 「子どもの成長実感」の段階に至る。子ど

もの成長を実感することが,いつかは子どもたちは自分の元を巣立っていくという「巣立ちの予感」

-とつながる。そして, 「巣立ちの予感」から,巣立ち後を考えると不安が高まる「空虚」状態,

もしくは子どもが巣立っことに対してほっとしている「安堵」状態に至る。一方で, 「巣立ちの予

感」によって,これからの自身の生き方を考え直す「自己の問い直し」に直接つながることもある。

さらに,実際に子どもが巣立つことにより, 「空虚」から「安堵」 -, 「安堵」から「空虚」 -と移

行しながら, 「自己の問い直し」が起こり,それに続いて「模索」, 「積極的関与」状態-と至る。

子の巣立ちが完了し, 「自己の問い直し」, 「模索」, 「積極的関与」を経ることにより,アイデンテ

ィティ再体制化が完了する。

先述した12カテゴリの中には「依存」が含まれていたが,今回プロセスを図式化する上で, 「依

存」は除外した。これは,今回の調査で「依存」状態であったAさんとFさんは,巣立ちの途中

段階であり,この後どのようなプロセスをたどっていくか予測することしかできないためである。

母親役割に執着し,子どもの自立を阻むことは,母親自身が不安定になることにもつながり,アイ

201



デンティティの混乱要因になるということがこれまでにも言われてきている(千丈, 2002;清水,

2004)。今回のケースは, AさんもFさんも積極的に関与できる対象を獲得しており,母親役割に

執着しているわけではないが,親子共に自立できない「依存」状態に陥っている。今回の調査では,

十分検討することができなかったため,今後,このようなケースについての詳細な検討が必要であ

ると考えられる。

(5)空虚感の程度によるアイデンティティ再体制化プロセスの相違に関する分析

研究Iで調査した空虚感項目の低群と高群によって子の巣立ちプロセスに相違があるかを分析

したo空虚感低群8名(A-H),空虚感高群5名(I-M)であった。 Figure7, Figure8は,それぞれ空

虚感低群と空虚感高群の子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化のプロセスを示したもので

ある。

Figure7.空虚感低群の子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化のプロセス

Figure8.空虚感高群の子の巣立ちによるアイデンティティ再体制化のプロセス
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本研究の対象者には,先述した通り,子育て中の問題を抱えていた者が多く,重篤度が高いもの

は13名中6名みられた。この6名全員が空虚感低群であった。それに対し, 「特に困ったことはな

い」と答えた3名はすべて空虚感高群であった。また,空虚感高群において子育て中の問題を語っ

た2名は, 「登園しぶり(∫)」と「子育て初期の閉塞感(M)」であり,両者ともに比較的早期に問題は

解決していたO　したがって,子育て中に抱えていた問題の重篤度が子の巣立ちに対する空虚感の感

じ方に影響を及ぼすということが本研究から明らかとなった。

これは,岡本(1985)の述べる,中年期のアイデンティティ再体制化のプロセスにおける危機体験の

違いが影響していると考えられる。すなわち,低群では子育て中の問題が危機となり再体制化が進

むのに対し,高群では子の巣立ちが危機となり再体制化が進むのではないだろうか。子の巣立ちの

作業とは,言い換えれば母子分離の作業である。子は親からの分離一個体化をすすめて,アイデン

ティティの確立を進めていく。それと同時に親も子離れをし,アイデンティティを再体制化してい

く。この母子分離の時期が,空虚感高群と空虚感低群では異なっているのである。空虚感低群では,

子どもが問題を乗り越えていく中で母子分離の作業を進めていく。そのため,物理的な巣立ち段階

では心理的な巣立ちはすでに完了しているため,スムーズに巣立ちが進行すると考えられる。一方,

子育てにおける問題を感じてこなかった母親の場合,心理的な巣立ちと物理的な巣立ちが同時に起

こり,母子分離の作業を子の巣立ち段階で行うため,巣立ち段階での空虚感が高くなるのであろう。

このような危機の違い,母子分離の時期の違いが影響するため,空虚感低群では「巣立ちの予感」

を感じることがない。空虚感低群は「問題克服」と「子の巣立ち」が同時に起こることが多い(E,

F, G, H)。そのため,巣立ちの予感を感じることのないまま子どもが巣立っていく。それに対し

て,空虚感高群では, 「巣立ちの予感」が引き金となり,巣立ち前に「空虚」段階に至る。また,

空虚感低群は,空虚さを感じても「安堵」 -の移行がスムーズである。これは,先述したとおり,

巣立つ前に母子分離の作業をしているため,危機が比較的軽度のものとなると考えられる。

総合考察

本研究では,ポスト子育て期の女性のアイデンティティ再体制化プロセスを検討することを目

的とした。そのため,研究Iでは,数量的尺度を用いて子の巣立ちに伴うアイデンティティ変容の

特徴を把握し,研究Ⅲでは,半構造化面接によって子の巣立ちに伴うアイデンティティの質的変容

のプロセスを分析した。

研究Iにおける,子の巣立ちに伴うアイデンティティ得点の変化の特徴から,後山(2002)の指摘

同様, Deykins(1966)の提唱した"空の巣症候群"は一般的にあてはまるものではないということが示

された。しかし,清水(2004)の結果と同様に,子の巣立ちがアイデンティティ変容の転機となるこ

とは明らかとなった。また研究Ⅱから,子の巣立ち後に危機が訪れるのではなく,子どもの成長を

実感する中で,実際に子どもが巣立つ前に子の巣立ちを予感し,自己の問い直しが起こっているこ

とが示唆された。比較的早い段階から,子の巣立ちを意識し,自分らしい生き方の模索を始めてい

るということがいえよう。自己の問い直しに関しては,研究Iにおける谷(2001)の多次元自我同一
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性尺度から多次元的に検討したところ,まず,子の巣立ちという母親役割の終了に伴い,自己の斉

-性や連続性に関するアイデンティティや,他者から見られている自分と本当の自分との一致度に

関するアイデンティティを問い直し,その後,残りの人生を社会の中でどう生きていくかというア

イデンティティを問い直す。つまり,母親役割の終了により,改めて自分とは何かという根本的な

自己の問い直しが生じ,その後,自分らしく生きるためにはどうすればいいかという生き方の問い

直し,それも,社会の中でどう生きるかという問い直しが起こるということが明らかとなった。

また,研究Ⅲから,子の巣立ちが危機となるかどうかは,岡本(1985)の述べる,中年期のアイデ

ンティティ再体制化のプロセスにおける危機体験の違いが影響するということが示唆された。つま

り,子育て中に抱えていた問題の重篤度が高いと,それが危機として体験され,子の巣立ちそのも

のが危機体験となることはないが,子育て中に特に問題を感じていない場合は,子の巣立ちが危機

体験となる可能性が高い。これを,本研究では,母子分離作業の時期の違いであると考察した。子

育て中に重篤な問題を抱えていた者は,その問題を乗り越える中で母子分離の作業を行う。そのた

め,子の巣立ちの際には,すでに母子分離が進んでいるため,大きな危機となることはないD一方,

特に問題を感じていなかった者の場合,子の巣立ちの際に母子分離の作業を行うために,大きな危

機となる可能性が高い。

最後に今後の課題として以下の三点が挙げられる。第一に,対象者の偏りがあったことであるo

研究Iにおいては,巣立ち段階ごとの人数が統制されていなかった。研究Ⅲにおいても, 13人中6

人の対象者の子どもが,不登校や拒食症など,比較的重篤な心理的問題を抱えていた者であった。

そのため,今回の調査で得られたプロセスを一般化することは難しいと考えられる。子育て中に特

に問題を感じない上,空虚感も感じずに子の巣立ちを完了させる人も存在するはずである。今後,

より一般化できるようなプロセスを検討するために,対象者を幅広く選択する必要がある。

第二に,研究江より,子育て中に子どもが心理的問題を抱えていた母親は,子の巣立ちのプロセ

スが一般的なそれとは異なる可能性が示唆された。よって,子どもが不登校や拒食症等の問題を乗

り越える中で母親がどのような体験をしているかということに加えて,そのような体験をした母親

が子の巣立ちをどのように体験するのか,より詳細に検討していくことが必要であろう。

第三に,今回の対象者の空虚感高群の者のように,自分自身の力で子育て後の危機を乗り越えて

いく人もいるが,危機が重篤で臨床問題を呈した女性にはカウンセリング等専門的援助が必要とな

ることもある。このような心理臨床的援助に関する問題も今後の重要な課題である。
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